
⽠⽥綾⼦の仕様書 

【⽠⽥綾⼦が完成するまで】※詳細はアメブロをご覧下さいね︕ 

1969年12⽉ 藤沢市原産。この頃からせっかちで、⽻⿃郵便局前で⽣まれそうになる。 

1988年 4⽉ 神奈川県⽴藤沢⻄⾼等学校卒業後、鍵盤楽器で結婚式場やイベントの演奏者としておもに⾸都圏で活動。 

1990年 4⽉ （株）ソシエ・ワールド⼊社（ソシエ・de・エステ・銀座ワールド） 

1993年 6⽉  結婚 近所の診療所でパートを開始 

1993年 5⽉ ⻑男妊娠、夫の転勤で⽴川に引っ越し、⾳楽教室とワープロで⽂字⼊⼒の仕事と法律書の出版社の⼿伝いをする。    

1994年11⽉  ⻑男帝王切開にて出産    

2000年 4⽉ 保険のため妊活。その後、次男妊娠  

2001年 9⽉ 次男助産院にて⾃然分娩（深夜に出産）  

2003年 7⽉  三男助産院にて⾃然分娩（昼間に出産） 

2004年 6⽉ 夫が35年勤めていた会社を懲戒解雇になりそうになる（のちに依願退職。） 

2004年 7⽉ 実家のある藤沢市に戻り、無職のためチラシ配りをする。 

2005年12⽉ 夫、⼯務店に就職 

2006年 7⽉  夫、役員就任直後、社⻑が会社の預⾦を全額引出し、夜逃げ 

2007年 4⽉ （株）プランニングハンズ 経理担当で⼊社 

2007年 5⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会（AEAJ）アロマテラピーアドバイザー資格取得 

2007年 9⽉  AEAJアロマテラピーインストラクター取得 

2007年11⽉  AEAJアロマセラピスト学科合格 

2009年 3⽉ AEAJアロマセラピスト資格取得 

2009年 7⽉ AEAJ認定教室承認（⾃宅） 

2009年10⽉ アヤアルケミスト（株）設⽴ 

2010年12⽉ AEAJ総合資格認定校承認 

2012年 4⽉ パフュームセラピー創設 

2012年 6⽉ パフュームセラピスト育成講座開始 

2013年 4⽉ ⽗ 脊髄性頸椎症がきっかけで末期直腸がん発⾒→⼿術取り残しあり→抗がん治療拒否→のちに完治（2017年） 

2014年 4⽉  ⻑男夫婦同居  

2014年11⽉ baba デビュー この頃、⼤学に⼊学したいと考え早朝勉強開始。 

2015年12⽉ 業績不振のため、(株)プランニングハンズ解散 夫⾃⼰破産（銀⾏の負債のみ他は預⾦年⾦で全て清算） 

2016年 1⽉ 藤沢市の賀詞交歓会にて藤沢市⺠病院の院⻑と出会い、がん患者さんのストレスケアとしてボランティア活動を提

案 

2016年 1⽉ センター試験受験→希望の⼤学に届かず… 

2016年 4⽉ 藤沢市⺠病院アロマボランティア活動開始（現在まで延べ150名以上の患者さんに提供） 

2016年 2⽉ 実家のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店閉店 

2016年 4⽉  両親同居  

2016年 7⽉ ⺟ 末期肺がん発⾒→8⽉末死去 

2016年11⽉ 7⽉からの介護でかかりきりになったこともあり、会社が経営不振となったが、夫は⽗がいる限りは働かないと宣⾔

されたため、⼩⽥原の井細⽥にあるAmazonにバイトで勤務することに。夜の20時〜朝6時まで勤務し、⾃宅に戻り、⼦供たちの弁

当朝ご飯を作った後、また辻堂の会社に戻るという暮らしを２ヶ⽉続ける。 

焦った夫も警備員の仕事に就く。 

https://ameblo.jp/luckyclover2009/entry-12617247490.html


契約終了に伴い、Amazonからもっと続けないかと⾔うお話を頂いたことで、少しは貢献できたんだなと感じ、辞めて会社を頑張

ろうと決意を新たにする。 

2017年 1⽉ 藤沢ビジネスフォーラム会⻑就任 現在会員数870名→退任 

2017年 2⽉ 夫の⾜の浮腫みが気になり、病院に⾏くようにすすめたら、肺がんであることがわかる。 

2017年 3⽉ 肺がんの⼿術⽇と同時に藤沢市⺠病院よりアロマトリートメントケア事業についてのプロポーザルが発表される 

2017年 3⽉ 最優秀提案者に選定される。 

2017年 4⽉ 退院した夫と⽗の折り合いが悪く、⽗の誕⽣⽇の朝、早朝からバタバタとうるさいと急に怒り出し、雪の中を⽗を追

い出したため、そのまま不動産屋に⾏き、⽗の家を探し、家を出ることになる。この時点で、私もあとから、次男

三男を連れ家を出ることを決意するが、夫が病⼈であるため、時期を⾒計らうことにする。 

2017年 5⽉ 最優秀提案者に選定されてみたものの保健所の承認が下りないということで、病院のアロマトリートメントケア事

業が頓挫する。 

2017年 6⽉ 病院に⼊るスタッフの研修を開始 

夫が抗がん治療で再⼊院。 

       副作⽤がひどく、42kgほどまで落ち込む。→⼤切なことを⾒落としていたことに気づく 

→夫に対しアロマケアを開始。 

2017年 6⽉ 保健所の承認が下りる 

2017年 8⽉ スタッフと開店準備に⼊ると同時にかながわ未病改善協⼒企業として承認される 

2017年 9⽉ 全国的にも初の公⽴病院内で医療従事者以外が直接患者さんに対してケアすることも初めてだが、ストレスケアを 

病院内ですることも初めてのサロンがオープン。 

2017年 9⽉ 神奈川県「ME-BYO」商標使⽤がアロマテラピー業界では初の承認 

2017年12⽉ 神奈川県⽴保健福祉⼤学⼤学院ヘルスイノベーション研究科プレ講座修了  

2018年 1⽉ 藤沢市⺠病院内アロマトリートメントケアサロン継続決定 

2018年 3⽉ かながわクリニカルリサーチ戦略研究センター⼈材育成プログラムIPPCR（⽶国国⽴衛⽣研究所提供）修了予定 

2018年 4⽉  湘南和ハーブの会設⽴ 

2018年11⽉ 第19回湘南ビジネスコンテストなでしこ起業家賞、来場者賞W受賞 

2019年12⽉ 藤沢市⺠⾏院内アロマトリートメントケアサロン終了 

2023年 5⽉  荏原湘南スポーツセンター（ESSC）にてアロマケアスペース運営開始 

2024年   湘南思春期クリニックにてアロマテラピートリートメント（開始予定） 

【正社員としての職務経歴】 

⾼校在学中に⾃分のできることを探し、幼い頃より習っていたエレクトーンやピアノのプロを⽬指そうと決意し、 

1988年⾼校卒業後、（株）東京⾳楽センターにて、ピアノ、エレクトーンの結婚式場演奏者、イベント演奏者として所属 

◆（株）東京⾳楽センター 

事業内容 ブライダル・ショー・レセプションのプロモーション演出 

設⽴1979年 

年間演奏回数、取引先式場との評判等を評価され1990年最優秀ウェディングプレイヤー賞を受賞 

⾃分がポッチャリ体型だったのと、当時エステティシャンという職業がとても新しく、⼈の美と健康のために尽くすということが

素敵に思え、上記の⾳楽と並⾏して学校に通学し、後にサロン配属 



◆株式会社ソシエ・ワールド      

事業内容︓ヘアーサロン、エステティックサロン、スポーツクラブの経営、関連商品の販売 及び、それに付帯する⼀切の業務 

設⽴1971年 店舗数70店舗（エステ部⾨） 

1990年 4⽉〜 6⽉ 本社にて業務研修 

1990年 7⽉       ソシエデエステ銀座ワールド⼾塚店 エステティシャンとして配属 

1990年11⽉       ソシエ・デ・エステ・銀座ワールド⼩⽥原店 オープニングスタッフとして配属 

1991年 5⽉       ソシエ・デ・エステ・銀座ワールド⼾塚店 エステティシャン・カウンセラーとして配属 

1992年 3⽉       ソシエ・デ・エステ・銀座ワールド⼾塚店 店⻑として配属 

1993年 4⽉       結婚により退職 

【パート・在宅・その他の職務経歴】 

1993年 7⽉〜1994年 3⽉ 宮川医院 病院受付、医療事務作成 

1994年 4⽉〜1994年11⽉（株）橋本印刷所、（株）システムファイブ中野事務所にてMACによる版下、組版、ワープロ⼊⼒ 

1994年 4⽉〜1998年 3⽉ ⾃宅にてピアノ、エレクトーン教室を運営 

1994年11⽉〜2005年    株式会社システムファイブ⽴川事務所でMACによる版下、組版、ワープロ⼊⼒  

                          その後、設備を貸与され、在宅にて法律書関連の書籍を担当  三省堂 法律類語辞典他 

2005年    サンケイリビング⽂化教室アロマ教室を主宰 

2009年 7⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会認定教室承認 

2008年 7⽉  ⼤和ハウス⼯業（株）指定⼯事店（株）プランニングハンズ 取締役就任 

2009年10⽉  アヤアルケミスト（株）設⽴ 

2009年〜   ふれあい朝⽇コラム担当 

2010年12⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会総合資格認定校承認 

2011年 1⽉  和ハーブ協会執⾏役員就任 

2016年 4⽉ 藤沢市⺠病院内にアロマボランティア団体として週に１回提供 

2017年 1⽉  藤沢ビジネスフォーラム会⻑就任 

2017年 3⽉ 藤沢市⺠病院内アロマトリートメントケア事業最優秀提案者に選定 

2017年 9⽉ 藤沢市⺠病院内アロマトリートメントケア事業保健所の認可が下り、サロンスタート 

2018年11⽉ 第19回湘南ビジネスコンテスト 

「湘南和ハーブプロジェクト〜⽇本⼈の遺伝⼦にあった古来のハーブを五感で感じてみよう〜」で 

来場者賞、なでしこ起業家賞をW受賞 

2018年12⽉ 湘南和ハーブの会発⾜記念講演会・パーティ開催 

2023年3⽉ 慶應義塾⼤学湘南藤沢キャンパスSFC研究所 所員 

2023年5⽉ 荏原湘南スポーツセンターにてスポーツアロマテラピー提供開始 

2023年6⽉ あべともこクリニック院⻑、カウンセラーと思春期カウンセラー講座創設。 

育成開始。 

【実績】 

スクールや職業訓練校でのアロマテラピーのプロフェッショナルの育成 3団体で実施。 

アスリート、演奏家へアファメーション⾹⽔の作成 

⼤和ハウス⼯業（株）横浜⽀社様、湘南⽀店様とのアライアンス 



慶應義塾⼤学⼤学院SFC研究所ヘルスサイエンス・ラボ代表渡辺光博教授と地域課題解決のための植物の共同研究 

レストランや飲⾷店でのイベント、講演活動 

第19回湘南ビジネスコンテスト受賞 

 

【メディア取材実績】 

千葉テレビ、F M東京、レディオ湘南、ゆめのタネ、⽇経キャリア、セラピスト、タウンニュース、ふじさわびと掲載 

【所属機関】 

（公社）⽇本アロマ環境協会法⼈会員 

（⼀社）⽇本アロマセラピー学会員 

（⼀社）国際アロマセラピー科学研究所 会員 

（⼀社）和ハーブ協会 

藤沢商⼯会議所⼥性会役員 

未病産業研究会 

慶應義塾⼤学SFC研究所 

 

【取得資格】 

1984年  ⼀般財団法⼈ヤマハ⾳楽振興会ヤマハエレクトーン演奏グレード5級取得 

1987年  ⼀般財団法⼈ヤマハ⾳楽振興会ヤマハエレクトーン指導グレード5級取得 

1988年 3⽉ インターナショナルビューティアカデミー（現ソシエビューティーアカデミー）ディプロマ取得。 

2001年 4⽉ 普通⾃動⾞第⼀種運転免許 取得 

2005年 8⽉ 福祉住環境コーディネーター2級、3級合格  

2007年 1⽉ ⽶国ハワイ州ホリスッティケアリング協会認定リンパドレナージュトレーナー資格取得 

2007年 9⽉（公社）⽇本アロマ環境協会アロマテラピーアドバイザー取得 

2007年12⽉（公社）⽇本アロマ環境協会認定インストラクター取得 

2009年 3⽉（公社）⽇本アロマ環境協会認定アロマセラピスト資格取得 

2009年 7⽉ 厚⽣労働省認可（財）職業能⼒振興会健康⾷品コーディネーター資格取得 

2009年 7⽉ 厚⽣労働省認可（財）職業能⼒振興会オーガニックコーディネーター資格取得 

2009年 9⽉ ⽇本ダイエット健康協会ダイエット検定1級2級合格 

2009年10⽉ ⽇本ダイエット健康協会ダイエットインストラクター資格取得 

2010年 3⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会認定環境カオリスタ取得 

2010年 3⽉  NPO法⼈⽇本ハーブ振興協会ハーバルフードマイスター（HFM）取得 

       NPO法⼈⽇本ハーブ振興協会ハーブアドバイザー（PAH）取得 

       NPO法⼈⽇本ハーブ振興協会ハーバルフードオーガナイザー（HFO）取得 

       NPO法⼈⽇本ハーブ振興協会アロマクリエイター(HAC)取得 

2014年 4⽉  （⼀社）和ハーブインストラクター 

2016年 6⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会認定アロマブレンドデザイナー取得 

2016年 8⽉ （⼀社）国際アロマセラピー科学研究所認定漢⽅セルフケアマスター資格取得 

2016年12⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会認定アロマハンドセラピスト取得 



2016年 6⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会認定アロマブレンドデザイナー 

2019年 3⽉ （公社）⽇本アロマ環境協会認定ナチュラルビューティースタイリスト 

2023年 6⽉  慶應義塾⼤学SFC研究所所員 

２. ⽠⽥綾⼦が現在できること 

・（公社）⽇本アロマ環境協会認定アロマテラピーアドバイザー、インストラクター、セラピストの養成 

・藤沢市⺠病院内アロマトリートメントケアサロンの運営から医療機関施設に対するアロマやハーブの提供 

・働き⽅改⾰など 

・嗅ぐこと、触れることによってストレスによるココロとからだの未病を改善する活動を主体とした福利厚⽣事業 

・アロマテラピー、ダイエット及びその他⾃然療法等健康に関する知識及び技術の指導及びコンサルタント業務 

・ダイエット検定、和ハーブ検定の実施及びイベントの企画、運営 

・幼稚園、⼩、中、⾼校等での「⾹育」の研究、実施 

・アロマテラピー、リンパドレナージュ、ハーブ、カラー、アート、⾳楽等⾃然療法の研究 

・貸会場、住宅展⽰場、企業、個⼈宅での出張講座 

３．今後やっていきたいこと 

・安全で役に⽴つアロマテラピーの普及 

 →いろいろな概念があり、その中には危険なものを含むため。 

・アロマセラピストの地位の向上  

→ボランティアで満⾜してしまうセラピストが多く、いつまでたっても⾝をたてられる資格とはならないため。 

・アロマテラピーの効能効果の学術的研究  

→感情との関係を某⼤学との共同研究する予定 

・患者さんご家族も患者さんだと捉えて、患者さんの周囲の⽅々に対してのケア  

・医療従事者の⽅々のケア 

・協会設⽴  

・出版 

・⾹りで潜在意識を変えられることを知ってもらいたい。 


